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公益財団法人京都市埋蔵文化財研究所　渡邊都季哉

はじめに

　京都市南区に所在する中久世遺跡で、多数の竪穴建物を検出し、多数の弥生土器・石器が出土しま

　した。調査の紹介と、周辺遺跡との比較を通して京都市内の弥生時代について考えます（図 1）。

１．中久世遺跡概要と 2023 年度の調査

Ａ.中久世遺跡とは

　  杉江義朗氏による遺跡の周知→1970 年代以降、発掘調査の増加

    拠点集落としての評価もある。

    広範な遺跡範囲の一方で、発見されるのは方形周溝墓と溝・自然流路のみ。

Ｂ.2023 年度調査（図 2～図 7）

　遺構：竪穴建物 10 棟（中期中葉２棟、中期後葉４棟、後期後半４棟）

　　　　中期中葉は円形、中期後葉は円形・多角形・方形、後期後半は方形土坑多数（中期中～後葉）：

　　　　炭化物・焼土多数

　遺物：弥生土器（搬入品：近江・摂津・河内）、打製石鏃・磨製石鏃、石包丁、扁平片刃石斧、石鋸・

　　　　石錐・砥石・敲石・石剣など

京都市南西部の弥生時代の遺跡　中久世遺跡

図１　中久世遺跡と周辺の遺跡（１：100,000）

図２　2023 年度調査遺構写真（左上：竪穴建物 310

　　　左下：竪穴建物 250　上：土坑 400）

図３　2023 年度調査　遺構の変遷図（１：600）
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図４　中久世遺跡出土弥生土器（１：８） 図５　中久世遺跡出土弥生土器写真



０ 10cm
０ ５cm

石13

石13

石16

石16

石19

石19

石12

石12

石11

石11

石４

石４

石３

石３

石８

石８

石32

石32

石30

石30

石31

石31

石26

石29

石29

石23

石23

石24

石24

石22

石22

石25

石25

石27

図６　中久世遺跡出土弥生石器（１：２、石 31・32 は１：４）

図７　中久世遺跡出土弥生石器写真
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２．中久世遺跡の周辺（図 11）

Ａ.中久世遺跡の過去の調査

　　竪穴建物：調査地周辺に密集。ただし、いずれも弥生時代後期

　　方形周溝墓：竪穴建物から離れた場所にある（図 8）

Ｂ.近隣の遺跡

①上久世遺跡

　弥生時代中期後半の竪穴建物１棟以上、溝１条（環濠か）（図 9）

　後期の竪穴建物 1棟以上

②大藪遺跡

　弥生時代後期の竪穴建物４棟、棟持柱建物２棟、方形周溝墓３基、集落内を区画する溝（図 10）

　棟持柱建物の年輪年代は A.D.51 年＋α

　近江系の土器が多く出土

図８　中久世遺跡方形周溝墓 図９　上久世遺跡竪穴建物

図 10　大藪遺跡棟持柱建物

図 11　弥生時代の中久世・大藪遺跡遺構分布（１：5,000）



３．乙訓地域における中久世遺跡（図 11）

　弥生時代前期：鶏冠井遺跡・雲宮遺跡・上里遺跡・森本遺跡など、縄文晩期に平地部へ進出した集

　　　　　　　　落からの継続。

　　雲宮遺跡：環濠をもち、環濠内には無数の土坑や小穴（住居か）。環濠の外には方形周溝墓と土器

　　　　　　　棺墓。

　　上里遺跡：弥生時代前期の竪穴建物、掘立柱建物、土器棺墓。

　弥生時代中期：集落が増加。神足遺跡が拠点集落の代表。鶏冠井遺跡からは中期前葉の銅鐸鋳型が

　　　　　　　　出土。

　　鶏冠井遺跡：北西から南東に向かって流れる自然流路を挟んだ二つの居住域と居住域の周りの方

　　　　　　　　形周溝墓。弥生中期前葉の銅鐸鋳型出土。

　　神足遺跡：環濠をもつ。環濠内の居住域と、方形周溝墓を挟んだ居住域に分かれる（図 12）。

　

　青銅器生産：大陸から瀬戸内海を通じる。瀬戸内海から淀川を通じて東方へ。播磨地域の土器など 

              が関東の遺跡から多く出土する（長友・石川・深澤編 2022）。

遺構検出の疎密から、４つのエリアを設定（伊藤 2013）。神足遺跡を中心とするエリアＡ、鶏冠井・東

土川遺跡を中心とするエリアＢ、今里遺跡を中心とするエリアＣ、中久世遺跡を中心とするエリアＤ（伊

藤 2013、図 13）

弥生時代後期：前半は集落数が減少。神足遺跡も後期には衰退する。中久世遺跡でも後期前半の遺構・

　　　　　　　遺物は見られない。後半は激増。

小結

　弥生時代中期までの拠点集落が解体。「乙訓低地帯遺跡群」と呼ばれるように、桂川右岸近辺に後期

　の遺跡が広がる。長岡丘陵の段丘側も「段丘帯遺跡群」として、大規模な集住は見られない。弥生

　時代後期は、それぞれの遺跡に散住的な活動が確認される。

　中久世遺跡は流路・土坑出土土器からみると、弥生時代中期前葉には成立。中期前葉の竪穴建物は

　未確認だが今後見つかる可能性は十分にある。鶏冠井・雲宮遺跡等から分派したか。弥生時代中期

　を通して竪穴建物が継続的に営まれる。弥生時代後期前半は、遺構・遺物は見られなくなるものの、

　後期後半には再び生活痕跡が多く認められるが、他の遺跡と同様の一般的な集落の一つととらえら

　れる。

　　かい で　  　

こう たり

図 12　神足遺跡遺構分布（國下 2013）

図 13　乙訓地域の弥生時代中期遺構検出状況（伊藤 2013）



４．北山城地域と比較して

・鴨川以東：北白川遺跡群など縄文時代晩期からの遺跡が継続。弥生時代前期の水田・竪穴建物など。

　　　　　中期には衰退。後期から活発化（岡崎遺跡など）

・御室・花園地域：弥生時代中期から活動の痕跡。

・鳥羽・伏見地域：弥生時代前期に下鳥羽遺跡が出現。中期前半には深草遺跡が成立し、近江系の

　　　　　　　　 土器が多く出土。

・鴨川以西・桂川以東：弥生時代中期前半に烏丸綾小路遺跡が成立。河内・東海など各地の土器が出土。

・山科盆地：中臣遺跡が弥生時代中・後期の中心的な集落。

・北山城地域の特質（伊藤 1995）

　集落の拡張に伴う分村関係は希薄。やや継続性のある集落の周辺で、散発的・断続的に地点を違

　えて小規模な集落がみられる。地域総体としての遺跡の継続性は認めがたい。

　中久世遺跡を含む乙訓地域は、神足遺跡を代表とする巨大な拠点集落をもち、中期後半まで継続

　的な居住が認められる。後期後半に集落が散在する様相に移り変わる、京都盆地中央部とは異な

　る傾向。

おわりに

　中久世遺跡内で明確な居住域を検出。明確な弥生時代中期の竪穴建物の検出ははじめて。

　弥生時代中期は乙訓地域の北東部の核となる遺跡となり、拠点集落解体後の後期後半も集落が存

　在する居住地を検出した。
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表１　山城北部地域の集落動向（桐井 2022）


